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2018年度 第２回 10月京大本番レベル模試地理 採点基準 

 

１ 単答記述問題 

誤字，脱字，漢字間違いは０点。 

 

２ 論述問題 

①「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも適

宜加点する。ただし，満点を超える得点は与えない。 

② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 

 

３ 共通減点基準 

① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 下線の付け忘れは１点減点。 

③ 指定用語不使用は１点減点。 

④ 字数オーバーは１点減点。 

 

＊減点しなくていい要素，その他の注意 

① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタ

ン⇔パーキスターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はし

ない。 

② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に

一致していなくてもよい。 

④ 文章が未完のものも減点しない。 

 

４ 採点記号について  

 

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 

２．□□□□× 事実に誤認あり 

３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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５ 設問別加点基準 

 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントに

おける加点はしない。その他は同義であれば加点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイン

ト②に該当すれば加点する。 

 

Ⅰ 

問⑴ 各 2点 

〇糸魚川・静岡構造線 （「・」の有無や種類は不問） 

 ※「静岡・糸魚川構造線」は△1点 「フォッサマグナ」は× 

〇中央構造線／メディアンライン／メジアンライン 

 

問⑵① 1点 扇状地 

 

問⑵② 5点 

砂礫が堆積し，水はけのよい扇央は桑畑として，扇端の湧水を利用できる低湿地は水田と

して利用されている。（50字） 

【加点ポイント】（5点を超えない） 

①扇央は 水はけが良い／地下水面が低い／水が得にくい／川が伏流している →1点 

②扇央は 桑畑として利用 →1点 

③扇端は 湧水を利用できる／伏流水が出てくる →2点 

  ※「扇端は，水を得やすい／湿地である」のみ →1点 

④扇端は 水田／田／稲作 として利用 →1点 

⑤扇頂は 川の水が得られる／川が伏流する前である →1点 

⑥扇頂は 水田／田／稲作 として利用 →1点 

            

問⑶① 1点 製糸業 

 

問⑶② 3点 

諏訪湖から流出する天竜川の水力を利用して大型の繰糸機を動かすため。 

【加点ポイント】 

★問⑶①で「製糸業」を正解していることが加点の前提 

①水力／水車を利用 →2点  ※「水力発電」では加点しない 

②（①により）繰糸機を動かす／生糸（繭から糸）を巻き取る機械を動かす →1点 
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問⑶③ 2点 

若年の女性が占める割合が高かった。 

【加点ポイント】 

①若年の女性／10代～20代の女性 の割合が多かった →2点 

 ※「女性の割合が多かった」のみ →1点 

 

問⑷① 3点 

金属や機械工業の中小企業が多く，工場と住宅地が混在して分布している。（34字） 

【加点ポイント】 

①（工業種として）金属／機械／精密機械／一般機械／電気機械 が多い →1点 

②（工場の規模として）中小企業（9人以下の工場）が多い／大きな工場は少ない →1点 

③（工場の分布として）工場と住宅地が混在／住宅地(市街地)の中に工場が点在 

           ／扇状地の様々な場所に工場が立地           →1点 

 

問⑷② 3点 

中央自動車道が通り，東京・名古屋と結ばれている。 

【加点ポイント】 

①中央自動車道／高速道路 が通っている →2点 

②東京／名古屋／首都圏／大消費地 と結ばれている →1点 

※①②を合わせて「交通の便が良い」のみ →1点 

 

問⑸ 3点 

山体崩壊で生じた土砂や流木が大量の雨水を含んで谷を流下する。（30字） 

【加点ポイント】 

①（豪雨により）山体崩壊／山崩れ／土砂崩れ／地すべり が生じる →1点 

②土砂（流木／倒木／岩塊）と水（雨水）が一緒に流下する  

 ／大量の土砂と雨水が斜面（谷）を流れ落ちる        →2点 

 ／川の水が大量の土砂と一緒に一気に流れてくる 
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Ⅱ  

問⑴① 1点 水力発電／水力  

 

問⑴② 2点 

国土の大部分が氷食を受けた山地で有効な落差のある河川が多く，その流量は偏西風のも

たらす地形性の降雨により豊富であるため。（60字） 

【加点ポイント】 

★問⑴①で「水力発電」を正解していることが加点の前提 

①山地が多い／山がちな地形／落差のある川が多い／急流を持つ川が多い 

／Ｕ字谷（フィヨルド）の崖の落差を利用できる            →1点 

②偏西風が降雨をもたらす →1点 

 

問⑵① 1点 風力発電／風力 

 

問⑵② 2点  

年中偏西風が吹くうえ，国土が平坦で風を遮るものが少ないから。（30字） 

【加点ポイント】 

★問⑵①で「風力発電」を正解していることが加点の前提 

①偏西風が吹く →1点 

②国土が平坦／偏西風を遮る山が少ない →1点 

 

問⑶① 1点 地熱発電／地熱 

 

問⑶② 2点 

プレート境界やその周辺に位置し，火山活動が活発であること。（29字） 

【加点ポイント】 

★問⑶①で「地熱発電」を正解していることが加点の前提 

①火山活動が活発／火山が存在する →1点 

②プレート境界に位置する →1点 

 ※「狭まる境界／広がる境界／ずれる境界」のいずれかに限定 →加点しない 

 

問⑶③ 2点 

プレートの狭まる境界やずれる境界の周辺に位置する他国と違い，アイスランドは広がる

境界の大西洋中央海嶺上に位置している。（59字） 

【加点ポイント】 

★問⑶①で「地熱発電」を正解していることが加点の前提 

①アイスランドは，広がる境界／大西洋中央海嶺（中央海嶺） に位置している →1点 

②他国は，狭まる境界／ずれる境界 に位置している →1点 
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問⑷ 各 1点 

ア：原子力発電／原子力  ウ：火力発電／火力  カ：太陽光発電／太陽光 

 

問⑸ 2点 

日本での発電適地は国立公園内に多いため，環境・景観の保全や温泉観光業への影響など

の課題があるから。（49 字） 

【加点ポイント】 

★問⑶①で「地熱発電」を正解していることが加点の前提 

①（地熱発電の適地は）国立公園／国定公園内に多い →1点 

②（①内の開発は）環境／景観／観光／温泉／旅館組合／開発規制 

 の課題（影響・反対）がある →1点 

 

問⑹ 各 1点 

Ａ：中国／中華人民共和国  Ｂ：アメリカ合衆国／アメリカ  Ｃ：インド 

Ｄ：ロシア／ロシア連邦  Ｅ：カナダ  Ｆ：ドイツ／ドイツ連邦共和国 

Ｇ：ブラジル／ブラジル連邦共和国  Ｈ：フランス／フランス共和国  

Ｉ：韓国／大韓民国 

 

 

Ⅲ  

問⑴① 1点 Ｂ 

 

問⑴② 3点 

荒廃した都心が再開発を受けて再び高級化し，富裕層が流入する。（30字） 

【加点ポイント】（問⑴①の可否は問わない） 

①（都心を／都市の居住地域を）再開発する →1点 

②（①により）高級化する／地価が上がる／高層マンションが建築される →1点 

③（①②により）富裕層が流入する／低所得者層が住めなくなる →1点 

 

問⑵① 1点 Ｃ 

 

問⑵② 3点 

郊外の農地や緑地の中に，住宅地や工場が虫食い状に開発される。（30字） 

【加点ポイント】（問⑵①の可否は問わない） 

①（スプロール現象が起こる場所として）郊外／都市周辺部 →1点 

②（①に）住宅地／都市施設／工場／商業施設 が開発（建設）される →1点 

③（②の状況として）虫食（喰）い状／無秩序／無計画 →1点 
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問⑶① 1点 Ⅾ 

 

問⑶② 5点 

新設の住宅団地に一斉入居した勤労世代の子供の通う学校が多数造られたが，彼らの大半

が学齢を過ぎ，学校数が過剰となったため。（60字） 

【加点ポイント】（問⑶①の可否は問わない） 

①（自治体の特徴として）巨大な住宅団地／マンモス団地／ニュータウン を持つ 

／都心のベッドタウンとして開発された          2点 

②（1970年代から）子供を持つ世帯（若い夫婦の世帯）が多く入居（転入）した →1点 

③（②のために）多くの学校が造られた →1点 

④（②の子供たちが）学齢を過ぎた／卒業した／大人になった 

／団地内の高齢化が進んだ／新たな転入者が少ない／子世代は転出した   →1点 

 

問⑷ 各 2点  

Ａ：イ   Ｄ：エ 

 

問⑸① 3点 

政治や経済の中枢管理機能が集中し，建物の高層化が進む地区。 

【加点ポイント】 

①（機能面の特徴）政治や経済の中枢管理機能が集中／政治・経済の中心地 

         ／官庁・大企業の本社などが集積            →2点 

②（景観面の特徴）建物の高層化が進む／高層ビルが多い →1点 

 

問⑸② 2点 マンハッタン島／マンハッタン 

 

問⑸③ 2点 ウォール街／ウォールストリート  
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Ⅳ 

問⑴ 各 1点 

Ａ：国連環境計画／ＵＮＥＰ  Ｂ：ラムサール（「条約」付きも 1点）   

Ｃ：ワシントン（「条約」付きも 1点）  Ｄ：酸性雨   

Ｅ：オゾン層（「オゾン」「オゾンホール」は×）  Ｆ：アジェンダ 21 

 

問⑵ 各 1点 （完答） 

ａ：ストックホルム・かけがえのない地球  （両方〇で 1点） 

ｂ：リオデジャネイロ・持続可能な開発   （両方〇で 1点） 

 

問⑶ 3点 

二酸化炭素排出量の削減義務が，Ｋでは先進国のみ，Ｐでは全ての締結国に課せられた。（40

字） 

【加点ポイント】  （Ｋは京都議定書 Ｐはパリ協定） 

①（ＫとＰの共通点として）二酸化炭素（排出量）の削減義務が課せられた →1点 

②（①について）Ｋでは先進国のみに課せられた 

／Ｋでは途上国（中国・インドなど）が除外された   →1点 

③（①について）Ｐでは全ての締結国に課せられた 

／Ｐでは（先進国も）途上国も課せられた   →1点 

 

問⑷ 3点 

貧農による耕地の開墾や大豆栽培の拡大，大企業による牧場建設により破壊された。（38字） 

【加点ポイント】 

①（熱帯林破壊の要因として）耕地の開墾／焼畑農業 →1点 

②（熱帯林破壊の要因として）大豆栽培／サトウキビ栽培 →1点 

③（熱帯林破壊の要因として）牧場建設 →1点 

※薪炭材・用材の伐採，ダムの建設，鉱山開発などは「農牧業」ではないので加点しない 

               

問⑸ 1点 ③ 

 

問⑹ 各 1点 （完答） 

Ｗ：コーヒー豆／コーヒー・ア  （両方〇で 1点）  

Ｘ：ココやし／ココヤシ・ウ   （両方〇で 1点） 
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問⑺ 4点 

Ⅰでは沖積平野で河川水による灌漑が，Ⅱでは斜面を棚田にして天水耕作が行われる。 

（39字） 

【加点ポイント】 

①（Ｉの地形として）沖積平野／平野 →1点 

②（Ｉの稲作形態として）河川水による灌漑／川（メコン川）の水を利用 →1点 

                          ※川の名称違い→加点なし 

③（Ⅱの地形として）棚田／斜面を階段状に利用 →1点 

④（Ⅱの稲作形態として）天水耕作／雨水だけを利用／灌漑なし →1点 

 

問⑻ 4点 

生育期間が短いため多期作が可能であり，稲丈が低いため高収量でも倒れにくい。（37字） 

【加点ポイント】 

①（生育期間が短いため）多期作が可能／二期作ができる／一年に何度も作れる →2点 

②（稲丈が低いため）倒れにくい／風に強い →2点 

 


